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オーストリア森林土壌中の 137
Cs および 210

Pb に注目し、放射能濃度の深度分布からみかけの埋没速度を

算出して、土壌中における各放射性核種の動態を明らかにすることを試みた。 
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1. 緒言 

大気起源の汚染物質について森林域におけるゆく

えを明らかにする研究の一環として、大気核実験お

よびチェルノブイリ原子力発電所事故由来の 137
Cs、

および化石燃料の燃焼や製錬にともなって大気中へ

放出された 210
Pbに注目した。検討したオーストリア

森林域においては、1986年 5月時点の地表層におけ

る 137
Cs 濃度が 25-60 kBq/m

2であることが報告され

ている（図 1）。本研究では、土壌中の 137
Cs および

210
Pbを自然のトレーサーとして同時に測定することにより、それらの放射能濃度深度分布からみかけの埋

没速度を推定し森林土壌表層での両核種の動態を明らかにすることを目的とする。 

2. 手法 

・土壌試料採取（2015年 8-9 月、Ⅰ；Kolm、Ⅱ；NegおよびⅢ；Bund、オーストリア共和国）（図 1） 

・137
Cs・210

Pb放射能濃度（Ge 半導体検出装置） 

・土壌特性（土壌有機物含量） 

3. 結果・考察 

 図 2 に Kolmにおける 137
Cs、および大気および地

殻起源 210
Pb（それぞれ 210

Pbexおよび
210

Pbsup）の放射

能濃度深度分布を示す。137
Cs 濃度は表層で極大値を、

また 210
Pbex は深さ 10cm 付近まで高い放射能濃度

（Surface enrichment）を示し、人為的介入の低いこ

とが示唆された。 

 放射能濃度の深度分布や埋没速度と土壌特性との

関係を検討し、それぞれの核種の森林土壌中での動

態について考察する。 
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図 1．チェルノブイリ原発事故後の 137Cs土壌汚染[1] 

図 2．森林土壌中の 137Cs・210Pb放射能濃度の深度分布 

（1986年 5月時点） 

Ⅰ 

Ⅲ 

Ⅱ 

0

5

10

15

0 1 2 3

D
ep

th
 (

cm
)

137Cs、210Pb(kBq/kg)

137Cs

210Pbsup

210Pbex

137Cs

Kolm（2a/1） 

2A05 2016年春の年会

 2016年 日本原子力学会 - 2A05 -


